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い
じ
め
問
題
調
査
委
員

会
条
例
の
一
部
改
正

３
億
５
０
０
万
円
を
追

加
す
る
も
の
で
す
。
歳
出

で
は
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
の
抜
本
的
強
化
に
係

る
経
費
、
戸
田
東
小
学
校
・

戸
田
東
中
学
校
改
築
等
工

事
設
計
業
務
委
託
料
の
新

規
計
上
な
ど
、
歳
入
で
は

臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事

業
費
国
庫
補
助
金
の
新
規

計
上
と
前
年
度
繰
越
金
を

見
込
ん
だ
も
の
で
す
。

説
明
不
足
。
来
年
度
当
初

予
算
で
出
し
直
し
を

設
計
予
算
２
億
１
千
万

円
も
の
東
小
・
東
中
学
校

の
一
体
型
建
て
替
え
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
議
会
に

は
全
く
報
告
は
な
か
っ
た
。

市
長
は
新
規
事
業
は
当
初

予
算
で
組
む
こ
と
を
基
本

と
し
て
お
り
、
今
後
の
公

共
施
設
の
建
て
替
え
は
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

に
の
っ
と
り
進
め
て
い
く

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
な
ぜ

突
然
の
補
正
予
算
な
の
か
、

納
得
で
き
る
資
料
も
な
い

中
で
、
本
補
正
予
算
へ
の

賛
否
は
唐
突
で
あ
り
、
議

会
、
市
民
へ
の
説
明
責
任

が
果
た
さ
れ
て
い
な
い
。

本
当
に
「
市
財
政
は
厳
し

い
」
の
か
。
ま
た
、
約
１

８
０
０
人
規
模
の
施
設
一

体
型
一
貫
校
が
、
子
供
た

ち
に
ど
う
影
響
す
る
の
か
、

心
配
も
拭
え
な
い
。
説
明

不
足
を
正
し
、
来
年
度
当

初
予
算
で
改
め
て
出
し
直

す
こ
と
を
求
め
て
反
対
す

る
。

質　
疑

Ｑ　
　
小・
東
中
の
改
築
に

　
　
　

 

至
っ
た
経
緯
は
。

Ａ
　
建
築
か
ら
45
年
以
上

経
過
し
た
公
共
施
設
を

対
象
に
実
施
し
た
建
物

健
全
度
調
査
に
お
い
て
、

東
小
・
東
中
学
校
の
建

て
替
え
優
先
度
が
高
い

結
果
と
な
っ
た
。
一
方
、

特
に
東
小
学
校
で
は
、

大
型
集
合
住
宅
等
が
建

設
さ
れ
、
児
童
数
の
急

激
な
増
加
に
よ
り
、
平

成
30
年
度
か
ら
教
室
不

足
が
生
じ
、
そ
の
数
年

後
に
は
大
幅
な
不
足
を

生
じ
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

建
て
替
え
優
先
度
の
高

い
隣
接
す
る
２
校
を
同

時
に
建
て
替
え
る
こ
と

６
月
定
例
会
は
６
月
３
日
か
ら
27
日
ま
で
の
25
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
、
提
出
さ
れ
た
33
件
の
議
案
等
を
、
い
ず
れ
も
可
決
・
承
認
・

同
意
し
ま
し
た
。
本
会
議
で
は
、
６
議
案
に
対
し
延
べ
14
人
の
議
員

が
質
疑
を
し
、
議
案
２
件
及
び
請
願
１
件
に
対
し
、
５
人
の
議
員
が

討
論
を
行
い
ま
し
た
。

４
日
間
に
わ
た
る
一
般
質
問
で
は
、
17
人
の
議
員
が
活
発
な
論
戦

を
展
開
し
ま
し
た
。

で
効
率
的
な
整
備
が
図

れ
る
こ
と
か
ら
、
一
体

型
で
の
建
て
替
え
を
進

め
る
方
針
と
な
っ
た
。

ま
た
、
２
校
が
隣
接
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
小

中
一
貫
校
に
つ
い
て
検

討
を
始
め
、
い
わ
ゆ
る

「
中

※

１
ギ
ャ
ッ
プ
」
の
解

消
と
、
教
育
効
果
の
向

上
を
図
る
目
的
で
、
戸

田
市
で
は
初
と
な
る
施

設
一
体
型
の
小
中
一
貫

校
を
設
立
し
た
い
。

Ｑ

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ
　
平
成
28
年
度
は
基
本

設
計
、
29
年
度
に
実
施

設
計
、
30
年
度
か
ら
32

年
度
に
か
け
て
建
設
工

事
、
平
成
33
年
４
月
開

校
を
考
え
て
い
る
。

本
市
の
い
じ
め
問
題
調

査
委
員
会
に
お
い
て
、
い

じ
め
以
外
の
自
殺
の
調
査

も
行
え
る
こ
と
が
有
効
と

考
え
改
正
す
る
も
の
で
す
。

立
法
趣
旨
に
合
致
す
る
も

の
と
評
価

条
例
の
立
法
趣
旨
は
、

学
校
等
の
調
査
に
加
え
て
、

第
三
者
に
よ
る
調
査
機
関

を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、

調
査
の
独
立
性
、公
平
性
、

中
立
性
を
保
つ
点
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
の

条
例
改
正
は
、
国
の
新
た

な
方
針
及
び
全
国
で
初
め

て
戸
田
市
で
行
わ
れ
た
、

い
じ
め
重
大
事
態
対
応
訓

練
で
の
検
証
に
基
づ
き
、

審
議
の
充
実
や
透
明
性
を

図
る
点
な
ど
、
立
法
趣
旨

に
合
致
す
る
も
の
と
評
価

し
、
賛
成
す
る
。

6月
定例会
6月
定例会

平成28年

6月3日～
　6月27日

主
な
議
案

安
心
・
安
全
な
教
育
環
境

整
備
を
求
め
る

東
小
・
東
中
の
改
築
等

工
事
設
計
業
務
に
つ
い
て
、

唐
突
感
は
あ
っ
た
も
の
の
、

こ
れ
か
ら
２
年
間
の
設
計
、

３
年
間
の
建
設
期
間
も
あ

る
の
で
、
今
後
５
年
間
で

十
分
議
論
し
て
い
け
る
も

の
と
思
う
。
児
童
生
徒
の

増
加
の
状
況
を
考
え
れ
ば
、

上
程
が
遅
れ
る
こ
と
に
よ

る
児
童
生
徒
へ
の
不
利
益

を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
の
策
定
中
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
補
正
予

算
を
上
程
し
て
は
い
け
な

い
と
い
う
考
え
方
は
違
う

と
思
う
。

執
行
部
に
お
い
て
は
、

議
会
と
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
、
安
心
・
安
全
で
、

素
晴
ら
し
い
教
育
環
境
を

整
備
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
、

賛
成
す
る
。

《
結
果
》

原
案
可
決(

19
対
３)

一
般
会
計
補
正
予
算

主
な
議
案

一
般
質
問

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
ク
イ
ズ

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

　

主
な
議
案

一
般
質
問

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
ク
イ
ズ

　東小・中学校
   改築の設計費可決
  戸 田 市 初 の 小 中 一 貫 校 か !?

東

ス

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

花
井 

伸
子　
　議

員

反対討論

遠
藤 

英
樹　
　議

員

賛成討論

金
野 

桃
子　
　議

員

賛成討論

健
康
福
祉
委
員
会
で
は
、

執
行
部
よ
り
、
本
市
の
人

口
増
加
率
は
県
内
一
で
あ

り
、
こ
れ
に
伴
い
就
学
前

児
童
数
も
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
積
極
的
な
保

育
所
整
備
を
実
施
し
、
保

育
受
け
入
れ
可
能
人
数
の

拡
大
を
図
っ
て
き
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
待
機
児
童

数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
保
育
単
価
の
地
域

区
分
が
近
隣
市
に
比
べ
て

低
い
こ
と
な
ど
、
本
市
の

置
か
れ
た
窮
状
に
つ
い
て

の
報
告
を
受
け
、
意
見
書

を
国
に
提
出
す
る
た
め
委

員
会
提
出
議
案
を
本
会
議

に
提
出
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◇
待
機
児
童
解
消
に
向
け

た
早
急
な
対
応
を
求
め
る

意
見
書

戸
田
市
の
民
間
保
育
所

の
保
育
単
価(

定
員
規
模
、

入
所
児
童
の
年
齢
、
施
設

の
所
在
地
の
地
域
区
分
等

に
応
じ
て
算
定)

が
近
隣

と
比
較
し
て
著
し
く
低
額

と
な
っ
て
い
る
。
戸
田
市

の
地
域
区
分
１
０
０
分
の

６
に
対
し
、
さ
い
た
ま
市
・

蕨
市
１
０
０
分
の
15
、
和

光
市
１
０
０
分
の
16
、
東

京
都
特
別
区
１
０
０
分
の

20
で
あ
る
。
こ
の
大
き
な

乖
離
は
保
育
施
設
の
整
備
・

運
営
事
業
者
の
新
規
参
入

や
保
育
士
確
保
に
多
大
な

る
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
保
育
単
価
の

地
域
区
分
の
見
直
し
を
早

急
に
図
る
こ
と
。
ま
た
、

就
学
前
児
童
数
等
の
増
加

が
著
し
く
、
保
育
所
入
所

希
望
者
数
が
急
増
し
て
い

る
自
治
体
に
対
し
、
国
庫

補
助
の
負
担
割
合
を
引
き

上
げ
る
な
ど
の
措
置
を
講

じ
、
一
般
財
源
の
歳
出
負

担
が
軽
減
さ
れ
る
仕
組
み

を
早
急
に
構
築
し
、
実
施

す
る
こ
と
を
求
め
る
。

■
そ
の
他
の
意
見
書

◇
待
機
児
童
解
消
に
向
け

て
緊
急
的
な
対
応
を
求
め

る
意
見
書

早
急
に
待
機
児
童
の
解

消
を
図
る
た
め
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
を
利

用
者
目
線
で
総
点
検
し
、

実
態
に
応
じ
た
保
育
単
価

の
実
現
を
図
る
こ
と
な
ど

５
点
を
求
め
る
。

◇
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
に
対

す
る
支
援
の
充
実
に
関
す

る
意
見
書

骨
髄
移
植
等
の
一
層
の

推
進
を
図
る
た
め
、
事
業

主
向
け
に
策
定
し
た
労
働

時
間
等
見
直
し
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
中
で
ド
ナ
ー
休
暇

制
度
を
明
示
す
る
な
ど
、

企
業
等
の
取
り
組
み
を
促

進
す
る
た
め
の
方
策
を
講

ず
る
と
と
も
に
、
ド
ナ
ー

休
暇
の
制
度
化
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
こ
と
な
ど
２

点
を
求
め
る
。

◇
次
期
介
護
保
険
制
度
改

正
に
お
け
る
福
祉
用
具
、

住
宅
改
修
の
見
直
し
に
関

す
る
意
見
書

次
期
介
護
保
険
制
度
改

正
に
お
け
る
福
祉
用
具
、

住
宅
改
修
の
見
直
し
に
お

い
て
は
、
高
齢
者
の
自
立

を
支
援
し
、
介
護
の
重
度

化
を
防
ぐ
と
い
っ
た
介
護

保
険
の
理
念
に
沿
っ
て
介

護
が
必
要
な
方
の
生
活
を

支
え
る
観
点
か
ら
検
討
を

行
う
こ
と
を
求
め
る
。

待
機
児
童
急
増
！

〜
国
へ
意
見
書
提
出
〜  

▲戸田東中学校 ▲戸田東小学校

※中１ギャップ……小学校から中学校に進学した際、学習や生活の変化になじめずに、不登校となったり、
いじめが増加する現象。


